
～ドローンによる空撮とリモートセンシング技術の応用で廃棄物処理施設等に新しい維持管理システムを導入～ 
 
○事業概要（新規性、市場性等） 
・全国の廃棄物の最終処分場は、産業廃棄物は約1,900箇所、一般廃棄物は約1,700箇所で稼動している。（H25年度） 
・これらの処分場では施設が構造基準に適合しているかどうか定期的な検査の実施が義務付けられている。 
 また、維持管理基準等に適合していないおそれがあると判断された場合は必要に応じて立ち入り検査が実施される。 
・福島県内で発生した除去土壌の仮置場は約800箇所。これらの仮置場では、維持・管理状態を定期的に確認を行って
いる。 

 
① 福島県では、現在、保管用のフレコンバッグを上から覆っているキャッピングシートの破損や不具合等の確認を作業  
者が目視等で行っている。そのため、確認のための時間や工数の負担が大きくなっている。 

② 本事業では、ドローンに搭載された計測機器とリモートセンシングの技術を活用した解析技術の実用化によって対
象場所（キャッピングシート表面）の異常を検出し、トラブルの未然防止に繋げる維持管理システムを構築する。 

③ 最終処分場での保管の健全性の評価を迅速かつ確実に行うことが可能となる。 

コア企業 ： ㈱ イッコウ 
（宮城県富谷町） 
・最終処分場遮水シート施行・維持

管理 

・仮置場キャッピング施行・維持管理 

・新サ－ビスシステムの確立と普及 

国立大学法人九州大学 
（福岡県福岡市） 
 ・遮水シート 

・キャッピング破損メカニズムの実証

試験実施 

㈱アミューズワンセルフ 
（大阪府大阪市） 
 ・ドローンの機種選定 
 ・空撮技術の確立と飛行の信頼性
向上 

（一財）リモートセンシング技術
センター(東京都港区) 

・リモートセンシング画像解析と３Ｄ

モデル化  仮置場の維持・管理 

解析ソフトの開発 

機種選定・撮影技術確立 施行・維持管理・新ビジネスモデル構築 

事業名： ドローンとリモートセンシング技術を用いた、廃棄物処理施設に関する維持管  
      理システム事業の展開 

①補助金 
 
 

破損メカニズムのモデル化 

地域 宮城県黒川郡富谷町 認定日 平成２８年２月３日 ２－２７－７３ 

事業分類 建設（土木・コンクリート工事業）  テーマ分類 検査・計測  

連携体の構成 事業推進体制 

支援予定メニュー 

ドローン 試 験 飛 行 に よ る 実 証 試 験  

福島県 内仮置場 

大手建設会社 

一般廃棄物処分場 
産業廃棄物処分場 

 

廃棄物最終処分場の 

維持・管理 
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